


宮城県民は，メタボ該当者・予備群で全国ワースト2位！

ご存じでしたか？宮城県の健康状態

　平成２２年度の＊メタボリックシンドローム該当者率は17.5%で全国ワースト２位，予備群率
は11.9%で全国25位です。両者を合わせた割合は29.4%で，沖縄県の33.9%についで全国
ワースト2位となっています。

　平成18年から22年の５年分の国民健康・栄養調査を年齢調整した結果，宮城県は都道府県
順位で，「肥満」「食塩摂取量」「歩数」「喫煙」「飲酒」の各項目が，全国ワースト10位以内に入って
いました。

本　県　の　現　状

②塩分過剰
（男性）全国ワースト７位
（女性）全国ワースト９位
男女ともに全国平均を上回る

③歩かない人が多い
（男性）全国ワースト ８位　
（女性）全国ワースト10位　
男女ともに全国平均を下回る

⑤飲酒者が多い
（男性）全国ワースト８位
男性の5人に2人が，週3日以上，一日あたり1合以上
飲酒している

＊メタボリックシンドローム予備群・該当者
　　腹囲が男性85cm，女性90cm以上で，３つの項目（高血糖，高血圧，脂質異常）のうち１つ以上の項目に該当する者を
　予備群という。また，２つ以上該当する者を該当者という。
＊①と④の女性のデータは，平成22年県民健康・栄養調査の結果です。
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該当者割合出典）厚生労働省｢特定健診・保健指導の結果｣（平成22年） 予備群割合

都道府県別メタボリックシンドローム該当者・予備群割合
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④喫煙者が多い
（男性）全国ワースト９位
男性の5人に2人が喫煙者
女性の8人に１人が喫煙者＊

①肥満が多い
（男性）全国ワースト６位
男性の 5人に 2人が肥満
女性の 5人に１人が肥満＊



＊健康寿命
　　高齢者が認知症や寝たきりにならない状態で，介護を必要とせず生活できる期間のことです。
＊ソーシャルキャピタル
　　人々の協調行動を活発にすることによって，社会の効率性を高めることかできる「信頼」「規範」「ネットワーク」といっ
　た社会組織の特徴のことで，具体的には，家族や地域における相互扶助や相互信頼，ボランティア活動などの社会活動へ
　の参加の多さといった特徴のことをいいます。

家族
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○策定の目的
　急速な出生率の低下とともに高齢化が進み，平成４７年に高齢者の割合は，３人に1人になると予測さ
れています。高齢化の進展により医療や介護に係る負担は一層増すと予想され，こうした状況下で活力
ある社会を実現するためには，これまで以上に健康を増進し，生活習慣病を予防して，健康寿命を延伸
することが重要となっています。

　第２次プランは，第1次プランの最終評価や県民健康・栄養調査等から明らかになった，本県の健康課
題に焦点を絞った総合的な健康づくりの指針として，平成25年度から平成34年度まで10年間の計画と
します。

 
○少子・高齢化の進展　
○生活習慣病の増加
○要介護高齢者の増加

○生活習慣の改善
○健康の増進
○疾病の予防

個人と
社会の負担
の増大

深刻な
社会問題

健康みやぎ
の実現

＜基本理念＞

＜基本方針＞

＜取組分野＞

「ヘルスプロモーションとソーシャルキャピタル」　

（島田　1987，吉田・藤内　1995 を改編）

第2次みやぎ２１健康プランとは？

県民一人ひとりが生きがいを持ち，充実した人生を健やかに安心して暮らせる健康みやぎの実現

＊健康寿命
  の延伸

健康格差
の 縮 小

一次予防
の 重 視

＊ソーシャルキャ
  ピタルの再構築

1.　重点的に取り組む分野：３分野

（1） 栄養・食生活（アルコールを含む）　（2） 身体活動・運動　（3） たばこ

2.　個別計画（宮城県地域医療計画等）との連携分野：４分野

（4） ストレスの解消・休養　（5）がん　（6） 循環器疾患・糖尿病　（7） 歯と口腔の健康
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○取組の方向性（抜粋）

●  家庭や職場など身近な場所でできる身体活動・運動量を増やす方法等について，ホームペー
　 ジや運動の体験，催し物等を通じ正しい情報をわかりやすく提供します。

 
① 正しい知識の普及と生活習慣改善意識の向上

●  運動の体験や実技を取り入れた健康づくり教室や運動促進事業を開催します。
●  メタボリックシンドローム予備群・該当者に対する運動指導を行います。

② 生活習慣を改善する人が増加するための，相談や体験の場の提供

●  職場における心身リフレッシュ時間や運動時間を確保します。
●  運動を楽しく続けられる環境づくり（ウォーキングコースの活用，観光・生涯学習スポーツイ
　 ベントとの連携）を行います。

③ 社会環境の整備（人材育成）

○取組の方向性（抜粋）

●  世界禁煙デーや禁煙週間，イベントやセミナーの各種事業において普及啓発を実施し，県の　  
　 ホームページ等を活用した広報活動を充実します。
●  小中学校，高等学校等への出前講座等を実施します。

① 正しい知識の普及と生活習慣改善意識の向上

●  禁煙の方法や禁煙支援医療機関等の情報提供，禁煙相談窓口の設置及び情報提供します。
●  健診後の保健指導等による禁煙支援を実施します。

② 生活習慣を改善する人が増加するための，相談や体験の場の提供

●  妊婦と未成年者の喫煙防止，禁煙支援，受動喫煙防止対策に関わる関係者を対象とした研修
　会を行います。
●  効果的な喫煙防止，禁煙支援，受動喫煙防止対策等を実施している取組
　 事例の情報収集，好事例の紹介等普及啓発を行います。
●  職場や飲食店，ホテル等受動喫煙の防止に取り組む施設を拡充します。

③ 社会環境の整備（人材育成）

○個人の取組

 たばこ

取　組　内　容 具　体　策

・禁煙外来や禁煙支援薬局を活用して，禁煙にチャレンジ
  をしましょう

・喫煙による健康影響を知りましょう
・未成年者はたばこを吸いません
・妊婦はたばこを吸いません

①  妊婦と未成年者は,たばこ
　  No（ノー）宣言をしましょう

・他人の健康に配慮し，自分の煙を吸わせないようにしま
  しょう
・受動喫煙を防止する環境整備にみんなで取り組みましょう

③  受動喫煙ストップ宣言をしま
　  しょう

②  禁煙チャレンジ宣言をしま
　  しょう

めざせ！受動喫煙　ゼロ








